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1 

『
実
鑑
抄
」
『
実
鑑
妙
伝
抄
」
、
あ
る
い
は
『
能
優
須
知
』
『
観
世
音
御
大
夫
伝
書
』
な
ど
の
表
題
を
持
つ
江
戸
初
期
の
一
群
の
能
伝
書
は
、

そ
の
内
容
の
共
通
性
な
ど
か
ら
、
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
と
通
称
さ
れ
て
い
る
。
観
世
大
夫
元
広
に
仮
託
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
伝
書
は
、
多
く

の
伝
本
を
有
し
、
そ
の
成
立
過
程
も
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
『
舞
正
語
磨
』
や
『
承
応
神
事
能
評
判
」
の
著
者

と
し
て
知
ら
れ
る
秋
扇
翁
こ
と
真
嶋
宴
庵
の
編
で
あ
る
こ
と
が
、
表
章
「
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
と
真
嶋
円
庵
（
秋
扇
翁
こ
（
「
能
楽
史
新
考
」

（
二
〔
わ
ん
や
書
店
。
昭
和
五
十
四
年
〕
所
収
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
真
嶋
宴
庵
の
素
姓
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
『
舞
正
語
磨
」
に
「
津
の
国
大
坂
を
立
出
て
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
大
坂
の
住
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
程
度
で
、
表
氏
前
掲
論
文
で
も
、
真
嶋
宴
庵
の
著
述
に
離
子
に
つ
い
て
の
深
い
知
識
が

窺
わ
れ
る
こ
と
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
や
宴
庵
編
の
『
檜
垣
型
付
」
の
奥
書
に
細
川
家
の
家
臣
槙
島
云
庵
の
名
が
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

槇
嶋
云
庵
の
鼓
の
弟
子
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

真
鴫
宴
庵
伝
追
考

は
じ
め
に 『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
編
者
の
実
像
Ｉ

宮
本
圭
造
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し
か
る
に
平
成
三
年
に
な
っ
て
、
宴
庵
の
素
姓
解
明
に
繋
が
る
注
目
す
べ
き
論
が
竹
本
幹
夫
氏
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
細
川
藩
関
係
資
料
に
見
る
江
戸
時
代
初
期
の
能
楽
（
工
」
（
「
能
研
究
と
評
論
」
十
八
号
〔
月
曜
会
。
平
成
三
年
己
が
そ
れ
で
、
『
細
川
家

史
料
」
に
見
え
る
能
楽
関
連
記
事
を
紹
介
す
る
中
で
、
細
川
忠
興
の
眼
疾
の
主
治
医
と
し
て
大
坂
か
ら
下
っ
た
真
嶋
慶
円
・
円
房
に
関
す

る
記
事
に
一
一
一
一
巨
及
し
、
真
鴫
宴
庵
と
の
関
わ
り
を
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
が
、
細
川
家
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
す
で
に
表
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
大
坂
の
真
嶋
姓
の
眼
医
者
が
そ
の
細
川
家
に
出

入
り
し
て
い
た
事
実
は
、
「
実
鑑
抄
」
系
伝
書
と
真
嶋
宴
庵
、
宴
庵
と
大
坂
の
眼
医
者
真
嶋
家
と
が
、
細
川
家
を
軸
と
し
て
、
一
本
の
糸

で
連
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
竹
本
氏
の
新
見
を
受
け
て
、
近
年
の
『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
中
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
。
平
成
十
年
）
で
も
、
真
嶋
宴
庵
に
つ
い
て
「
大
坂
住
の
医
師
ら
し
い
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
宴
庵
が
大
坂
の
眼
医
者
真
嶋
家
と
関
係

す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
回
新
た
に
見
出
し
た
大
坂
の
眼
医
者
真
嶋
家
に
関
わ
る
新
資
料
を
も
と
に
、
真
嶋
宴
庵
と
大
坂
の
眼
医
者
真
鴫

家
と
の
関
係
、
お
よ
び
細
川
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
『
実
鑑
抄
』

系
伝
書
編
者
の
実
像
に
少
し
で
も
迫
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
真
嶋
宴
庵
の
名
前
の
表
記
は
、
「
円
庵
」
と
す
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
「
宴
庵
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
後
述
の
ご
と
く
、
宴
庵
の
父
が
慶
円
、
兄
が

円
益
と
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宴
庵
の
名
乗
り
は
「
円
庵
」
が
本
来
の
表
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
梅
松
院
の
宴
庵
の
墓

碑
お
よ
び
過
去
帳
に
は
い
ず
れ
も
「
秋
扇
翁
宴
庵
居
士
」
と
あ
り
、
宴
庵
編
の
伝
書
に
も
、
「
真
嶋
宴
庵
照
一
一
一
」
と
署
名
す
る
も
の
が

あ
る
。
「
宴
庵
」
の
名
乗
り
は
、
い
か
に
も
能
に
遊
ん
だ
数
寄
者
の
そ
れ
に
相
応
し
く
、
多
く
の
伝
書
を
残
し
た
彼
の
思
い
を
、
よ
り
如

実
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
後
年
、
秋
扇
翁
の
雅
号
を
名
乗
っ
た
の
と
同
時
に
、
「
円
庵
」
の
字
を
「
宴
庵
」
と
改
め
た
可
能
性

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
が
「
円
庵
」
で
は
な
く
、
「
宴
庵
」
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
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３真嶋宴庵伝追考

竹
本
幹
夫
氏
が
真
嶋
宴
庵
と
大
坂
の
眼
医
者
真
嶋
家
と
の
関
係
に
着
目
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
「
細
川
家
史
料
』
の
一
連
の
書
状

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
元
和
か
ら
寛
永
に
か
け
て
の
、
細
川
忠
興
の
眼
疾
の
治
療
に
関
す
る
書
状
が
多
数
収
め
ら
れ
て
お
り
、
大
坂
か

ら
真
嶋
慶
円
・
真
嶋
円
房
な
る
眼
医
者
を
召
し
下
し
て
治
療
に
あ
た
ら
せ
た
こ
と
が
見
え
る
。
そ
の
経
緯
を
『
細
川
家
史
料
』
『
綿
考
輯

録
』
に
よ
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

細
川
忠
興
は
晩
年
、
ひ
ど
い
眼
疾
に
悩
ま
さ
れ
た
。
「
綿
考
輯
録
』
巻
二
十
六
に
よ
る
と
、
忠
興
が
豊
前
小
倉
に
城
を
築
い
た
際
、
無

理
に
神
社
を
移
転
し
た
票
り
に
よ
っ
て
、
眼
を
患
っ
た
と
の
風
聞
が
当
時
あ
っ
た
と
い
う
。
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
二
月
七
、
八
日
頃
か

ら
「
目
を
煩
出
」
、
同
月
二
十
日
に
は
「
両
眼
共
二
ひ
し
と
見
え
不
申
候
事
」
と
な
る
ま
で
病
状
が
悪
化
。
そ
こ
で
、
忠
興
は
早
速
、
「
安

晴
・
利
斎
を
は
し
め
、
差
元
之
目
医
師
数
人
」
を
召
し
て
治
療
に
あ
た
ら
せ
る
が
、
一
向
に
効
験
が
な
く
、
急
邊
、
大
坂
か
ら
「
真
嶋
と

申
目
医
師
」
を
小
倉
に
呼
び
下
す
こ
と
に
な
る
。
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
治
療
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
「
左
之
目
ハ
明
申
候
て
、

今
ハ
ニ
間
三
間
先
ノ
人
を
ハ
見
知
申
程
二
」
恢
復
す
る
が
、
「
右
之
目
ハ
、
う
ハ
ひ
候
て
、
少
も
見
え
不
申
候
」
と
い
う
状
態
が
続
い
た

た
め
、
さ
ら
に
京
都
所
司
代
の
板
倉
重
勝
に
依
頼
し
、
「
京
都
に
て
上
手
之
目
医
師
一
人
」
を
召
し
下
す
よ
う
に
申
し
遣
わ
し
て
い
る
（
元

和
四
年
閏
一
一
一
月
二
日
付
書
状
）
。
そ
れ
を
受
け
て
、
「
尾
州
真
嶋
大
法
院
」
な
る
眼
医
者
が
治
療
の
た
め
小
倉
に
下
る
が
、
治
療
は
失
敗
し
、

「
結
句
能
方
之
目
」
ま
で
も
が
「
か
す
ミ
出
候
事
」
と
な
っ
た
た
め
、
急
邉
、
大
法
院
は
送
り
返
さ
れ
、
再
び
大
坂
の
真
嶋
が
呼
び
戻
さ

れ
て
い
る
（
元
和
四
年
六
月
一
一
日
付
書
状
）
。
元
和
四
年
六
月
二
十
六
日
付
の
忠
興
書
状
に
は
「
我
々
目
、
大
坂
真
嶋
慶
円
療
治
に
て
、
か

た
の
こ
と
く
得
験
候
」
と
あ
り
、
そ
の
大
坂
の
眼
医
者
真
嶋
が
「
慶
円
」
と
い
う
名
乗
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

忠
興
は
翌
月
十
三
日
、
母
光
寿
院
危
篤
の
報
を
受
け
て
、
江
戸
に
向
け
て
出
船
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
激
し
い
向
か
い
風
の
た
め
に
船

「
細
川
忠
興
書
状
に
見
え
る
大
坂
の
眼
医
者
真
嶋

Hosei University Repository



４ 

は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
十
数
日
間
航
行
を
続
け
て
、
よ
う
や
く
播
州
室
津
に
到
着
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
出
船
の
前
に
は
「
大
坂
慶
円

療
治
二
而
、
十
之
物
九
程
丸
ク
成
、
其
位
ほ
と
見
え
出
候
」
ま
で
に
恢
復
し
て
い
た
眼
疾
も
、
「
光
寿
院
殿
之
儀
二
気
遣
、
又
ハ
今
日
迄

十
三
日
舟
二
ゆ
ら
れ
申
心
候
哉
、
又
眼
少
ほ
そ
長
ク
成
、
其
位
ほ
と
又
か
す
ミ
出
申
候
」
と
、
再
び
悪
化
の
様
子
を
見
せ
て
い
る
（
七
月

二
十
五
日
付
忠
興
書
状
）
。
そ
の
船
中
で
も
、
忠
興
は
真
嶋
か
ら
治
療
を
受
け
て
い
た
ら
し
い
。
同
書
状
に
は
、
「
乍
去
、
真
鴫
慶
円
船
中

一
一
居
申
候
間
、
療
治
申
付
候
」
と
あ
り
、
真
嶋
慶
円
が
忠
興
と
同
船
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
忠
興
の
急
ぎ
の
出
府
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
七
月
二
十
六
日
に
光
寿
院
が
逝
去
。
そ
の
た
め
、
忠
興
は
出
府
を
取
り
や
め
、
京
都
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
後
、
小
倉
に
戻
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
時
、
慶
円
は
お
そ
ら
く
忠
興
の
小
倉
帰
国
に
は
同
行
せ
ず
、
大
坂
の
自
宅
に
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
余
り
後
、
忠
興
は
再
び
小
倉
か
ら
出
府
の
途
に
つ
く
。
十
月
上
旬
に
出
船
し
、
十
一
月
二
十
四
日
に
江
戸
到
着
。
そ

の
途
中
、
京
都
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
滞
在
中
に
再
発
し
た
眼
疾
の
治
療
の
た
め
、
「
大
坂
江
又
真
嶋
よ
び
二
遣
」
し
て
い
る
（
十
月
二
十

三
日
付
、
二
十
七
日
付
書
状
）
。
こ
の
時
は
簡
単
な
診
察
を
受
け
た
程
度
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
今
度
か
す
ミ
候
分
者
、
五
日
十
日
之
内
二

前
の
こ
と
く
な
る
へ
き
」
と
の
見
立
て
に
よ
り
、
ま
も
な
く
忠
興
は
京
都
を
発
ち
、
江
戸
に
下
っ
て
い
る
。

そ
の
後
は
し
ば
ら
く
眼
疾
が
大
き
く
悪
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
寛
永
二
年
（
一
六
一
一
五
）
の
「
六
七
月
比
、
又
々
御
眼
病
に
」
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
Ｓ
綿
考
輯
録
』
）
。
当
時
、
忠
興
は
江
戸
に
滞
在
し
て
お
り
、
江
戸
か
ら
小
倉
の
細
川
忠
利
に
宛
て
た
書
状
に
は
、

「
目
少
煩
候
間
、
用
印
判
候
」
な
ど
の
文
言
が
し
ば
し
ば
見
え
て
い
る
。
七
月
一
一
十
九
日
付
の
書
状
に
「
は
や
得
験
申
候
」
と
あ
る
の
に

よ
れ
ば
、
七
月
末
頃
に
は
眼
疾
の
状
態
は
か
な
り
良
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
治
療
を
受
け
た
医
者
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

細
川
忠
利
が
父
忠
興
に
宛
て
た
書
状
（
同
年
七
月
二
十
日
付
）
に
、
「
御
目
然
々
共
無
御
座
付
而
、
真
鴫
な
と
被
召
寄
候
由
承
候
」
と
あ
り
、

こ
の
時
も
、
大
坂
の
真
嶋
が
治
療
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

忠
興
は
そ
の
二
年
後
の
寛
永
四
年
に
も
、
中
津
か
ら
江
戸
に
下
る
途
中
、
京
都
に
お
い
て
真
嶋
の
治
療
を
受
け
て
い
る
。
同
年
一
一
一
月
二
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５真嶋宴庵伝追考
十
七
日
付
の
忠
興
書
状
に
「
船
中
右
目
少
差
発
二
付
、
大
坂
右
真
嶋
円
房
召
寄
療
治
候
（
中
略
）
目
ハ
大
方
能
候
」
と
あ
り
、
大
坂
の
真
嶋

円
房
の
治
療
に
よ
り
、
眼
疾
は
快
方
に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
真
嶋
の
名
が
忠
興
の
書
状
に
現
れ
る
の
は
、
寛
永
十
二
年
で
あ
る
。
同
年
一
一
一
月
十
一
一
日
、
忠
興
は
江
戸
に
向
け
て
九
州
を
出
立
。

二
十
七
日
の
晩
に
大
坂
に
到
着
し
た
際
、
真
嶋
の
も
と
へ
使
を
遣
わ
し
、
追
っ
て
京
都
に
上
る
よ
う
申
し
渡
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

時
す
で
に
真
鴫
は
体
調
を
崩
し
、
瀕
死
の
状
態
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
年
三
月
晦
日
付
の
書
状
に
は
、
「
内
々
真
嶋
召
寄
、
養
性
可
申
と

存
（
中
略
）
真
鴫
、
近
日
可
相
果
様
二
煩
申
候
」
、
四
月
十
一
日
付
の
書
状
に
は
、
「
真
鴫
ハ
萬
事
限
二
相
煩
相
果
可
申
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
、

忠
興
は
京
都
で
新
た
に
「
上
手
之
目
薬
師
」
を
探
す
こ
と
に
な
り
、
「
一
段
上
手
之
由
」
の
聞
こ
え
が
高
い
玉
養
な
る
眼
医
者
の
治
療
を

受
け
て
い
る
。

以
上
、
忠
興
の
眼
疾
の
経
過
を
長
々
と
見
て
き
た
が
、
こ
の
間
、
継
続
し
て
忠
興
の
治
療
に
あ
た
っ
た
の
が
、
大
坂
の
目
医
者
真
嶋
で

あ
っ
た
。
そ
の
真
嶋
に
つ
い
て
、
忠
興
書
状
は
「
真
嶋
慶
円
」
「
真
嶋
円
房
」
「
真
嶋
」
と
記
す
。
こ
の
真
嶋
姓
の
人
物
が
同
一
人
物
で
あ

る
確
証
は
得
ら
れ
な
い
が
、
寛
永
十
二
年
を
最
後
に
、
真
嶋
に
よ
る
治
療
が
中
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
同
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
い
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
元
和
四
年
六
月
二
十
六
日
付
の
忠
興
書
状
に
見
え
る
「
真
嶋
慶
円
」
は
、
寛
永
十
二
年
五
月
一
一
十
九
日
の

没
で
あ
る
こ
と
が
後
述
の
梅
松
院
過
去
帳
に
よ
っ
て
確
認
で
き
、
寛
永
十
二
年
四
月
十
一
日
付
書
状
に
「
真
嶋
」
が
「
萬
事
限
二
相
煩
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
真
嶋
慶
円
に
つ
い
て
、
竹
本
氏
が
宴
庵
と
の
関
わ
り
を
示
唆
さ
れ
た
の
は
、
両
者
の
名
前
が
近
似
す
る
こ
と
、
と
も
に
大
坂
の
住

人
で
あ
る
こ
と
、
細
川
家
と
の
関
わ
り
が
窺
え
る
こ
と
、
な
ど
に
基
づ
く
類
推
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
真
嶋
慶
円
が
宴
庵
と
何
ら
か

の
関
わ
り
を
持
つ
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
他
の
資
料
の
出
現
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
『
道
成
寺
型
付
』
に
よ
っ
て
、

す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。
同
書
は
大
坂
の
観
世
流
能
大
夫
、
浅
井
織
之
丞
家
に
伝
わ
っ
た
資
料
の
一
つ
で
、
慶
長
十
年
二
六
○
五
）
九
月
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注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
に
「
真
嶋
隆
徳
老
」
な
る
人
物
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
こ
の
真
嶋
隆
徳
の
名
は
、
観
世
文
庫

蔵
『
檜
垣
型
付
』
の
奥
書
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

右
之
本
、
真
島
円
庵
自
筆
の
一
巻
を
真
島
隆
徳
所
持
、
岩
井
七
郎
右
衛
門
直
恒
借
受
写
之
、
見
せ
ら
れ
候
故
、
古
書
面
白
ク
、
幽
室

写
之
置
也
。

天
明
七
丁
未
歳
六
月
七
日

七
十
八
才
ノ
時
豊
慶
（
花
押
）

す
な
わ
ち
、
真
嶋
隆
徳
が
所
持
し
て
い
た
真
嶋
宴
庵
自
筆
の
〈
檜
垣
〉
型
付
を
、
岩
井
七
郎
右
衛
門
直
恒
が
借
り
受
け
て
書
写
し
、
そ
れ

を
さ
ら
に
片
山
豊
慶
（
幽
室
）
が
書
写
し
た
と
い
う
。
真
嶋
隆
徳
が
宴
庵
自
筆
の
型
付
を
所
持
し
て
い
た
の
は
、
隆
徳
が
宴
庵
の
末
嵩
で

あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
隆
徳
が
、
真
鴫
慶
円
に
相
伝
さ
れ
た
「
道
成
寺
型
付
』
を
も
所
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
真
鴫

慶
円
も
ま
た
そ
の
先
祖
に
連
な
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
真
嶋
慶
円
と
宴
庵
と
は
近
し
い
親
族
で
あ
っ
た
と
見
て
ま
ず

の
金
春
七
郎
氏
勝
の
奥
書
が
あ
る
く
道
成
寺
〉
の
型
付
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
江
戸
後
期
の
写
本
で
、
奥
書
に
続
い
て
、
天
明
元
年

二
七
八
一
）
に
「
真
嶋
隆
徳
老
伝
来
書
」
を
借
り
受
け
て
書
写
し
た
由
の
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る
。

右
道
成
寺
、
年
月
従
御
執
心
に
一
子
之
外
相
伝
有
間
鋪
、
神
文
不
疎
候
之
条
、
家
之
秘
密
不
残
書
記
、
令
伝
受
候
。
必
々
不
可
有
他

右
真
嶋
隆
徳
老
伝
来
書
、
此
度
借
請
書
写
畢

見
者
也
。

天
明
元
丑
九
月

慶
長
拾
年

乙
巳
ノ
九
月
三
日

真
鴫
慶
円
老
参

竹
田
今
春
七
郎

秦
氏
勝
（
花
押
）

判
凡
如
此

野
口
与
市

勝
延
（
花
押
）

（ 
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７真嶋宴庵伝追考

真
嶋
慶
円
が
大
坂
の
眼
医
者
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
真
嶋
隆
徳
も
大
坂
で
眼
科
医
を
営
む
医
者
で
あ
っ
た
。
寛
政
末
年
二
八
○
○
）
頃
刊

の
大
坂
医
師
の
見
立
番
付
「
新
板
浪
華
御
医
師
相
撲
見
立
」
（
中
野
操
『
大
坂
医
師
番
付
集
成
』
〔
思
文
閣
出
版
。
昭
和
六
十
年
〕
所
収
）
に
は
、

「
頭
取
」
五
人
の
一
人
と
し
て
「
真
島
隆
徳
」
の
名
が
見
え
、
そ
の
一
族
ら
し
き
「
真
島
泰
安
」
も
、
「
世
話
人
」
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ

て
い
る
。
下
っ
て
文
化
八
年
（
一
八
二
）
刊
の
「
浪
花
御
医
師
見
立
相
撲
」
に
な
る
と
、
真
嶋
隆
徳
の
名
は
掲
載
さ
れ
ず
、
「
真
島
泰

庵
」
の
み
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
に
隆
徳
が
没
し
た
か
、
隠
居
し
た
か
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
「
浪
花
御
医
師
見
立
相

撲
」
は
そ
の
「
真
島
泰
庵
」
に
つ
き
「
今
バ
シ
」
と
住
所
を
記
し
て
い
る
。
真
鴫
宴
庵
が
眼
医
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
録
は
見
当

た
ら
な
い
が
、
そ
の
一
族
と
思
わ
れ
る
真
嶋
慶
円
や
真
嶋
隆
徳
が
と
も
に
眼
医
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
宴
庵
も
彼
ら
と
同
じ
く
眼
科
医
を

業
と
す
る
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

そ
も
そ
も
真
嶋
家
は
「
大
坂
が
古
い
か
、
今
橋
が
古
い
か
、
真
島
が
古
い
か
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
が
俗
間
で
言
い
習
わ
さ
れ
る
ほ
ど
の
旧
家

で
あ
り
、
そ
の
大
坂
来
住
は
、
戦
国
期
の
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
に
ま
で
遡
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ｓ
東
区
史
』
人
物
編
）
。
以
来
、
真
嶋

家
は
代
々
、
大
坂
の
今
橋
に
住
み
、
眼
医
者
を
家
業
と
し
て
営
ん
で
い
た
。
近
世
の
大
坂
案
内
書
に
は
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
刊
の

『
難
波
す
ず
め
』
に
、
「
目
医
師
ま
じ
ま
丁
安
栖
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
刊
『
難
波
丸
』
に
、
「
今
橋
二
丁

メ
真
嶋
安
西
」
「
津
村
西
丁
真
嶋
碩
庵
」
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
刊
『
難
波
九
綱
目
』
に
「
今
は
し
二
丁
メ
真
嶋
見
徳
」
「
今
は

し
一
丁
メ
真
嶋
玄
庵
」
な
ど
、
江
戸
期
を
通
じ
て
眼
医
者
真
嶋
の
名
が
見
え
て
い
る
。
大
坂
中
之
島
の
北
浜
あ
た
り
を
指
し
て
「
ま
じ

ま
の
浜
」
と
称
し
、
「
今
橋
一
・
二
丁
目
よ
り
北
浜
一
・
二
丁
目
辺
」
を
「
ま
し
ま
町
」
と
呼
ぶ
の
は
、
そ
こ
に
真
嶋
家
の
住
宅
が
あ
っ

た
た
め
と
伝
え
ら
れ
会
浪
華
百
事
談
』
「
大
阪
府
全
誌
乞
、
真
嶋
家
が
大
坂
の
地
名
に
名
を
留
め
る
ほ
ど
の
由
緒
あ
る
家
系
で
あ
っ
た
こ
と

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

を
物
語
っ
て
い
る
。
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そ
の
眼
科
医
真
嶋
家
に
つ
い
て
、
昭
和
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
区
史
」
人
物
編
に
詳
細
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。
同
書
の
人
物
編
は
、

大
阪
市
東
区
（
現
中
央
区
）
に
居
住
し
た
著
名
人
や
同
区
に
縁
の
あ
る
人
物
の
略
伝
を
数
多
く
収
め
、
戦
前
の
編
纂
な
が
ら
、
綿
密
な
調
査

に
基
づ
い
た
記
述
は
今
も
利
用
価
値
が
高
い
が
、
そ
の
医
者
の
項
目
に
、
同
区
の
今
橋
二
丁
目
に
邸
宅
が
あ
っ
た
真
嶋
家
歴
代
の
略
伝
が

載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ご
く
簡
略
な
記
述
な
が
ら
、
大
坂
真
鴫
家
の
祖
常
賢
が
織
田
家
臣
松
井
家
の
出
で
あ
る
こ
と
、
長

男
照
斎
は
薩
摩
島
津
家
、
次
男
慶
円
は
藤
堂
家
に
出
入
り
し
た
こ
と
な
ど
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
興
味
深
い
事
実
が
記
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
慶
円
の
次
男
と
し
て
「
宴
庵
」
の
名
が
見
え
、
「
三
斎
公
に
仕
へ
て
「
舞
楽
大
全
」
六
十

巻
を
撰
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
宴
庵
こ
そ
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
真
嶋
宴
庵
そ
の
人
に

他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
宴
庵
は
『
細
川
家
史
料
』
に
見
え
る
真
嶋
慶
円
の
次
男
に
あ
た
り
、
父
慶
円
と
同
じ
く
、
細
川
忠
興
（
三
斎
）

と
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
「
東
区
史
」
の
記
述
を
も
と
に
、
真
嶋
家
の
系
譜
、
お
よ
び
慶
円
・
宴

庵
父
子
と
細
川
家
と
の
関
わ
り
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

大
坂
の
真
嶋
家
は
正
和
元
年
（
一
三
一
一
一
）
に
尾
張
真
島
寺
に
生
ま
れ
た
真
島
大
一
坊
良
円
（
康
暦
二
年
没
）
に
始
ま
る
と
い
う
。
尾
張
の

真
島
寺
と
は
、
尾
張
国
海
東
郡
馬
島
村
の
薬
師
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
薬
師
寺
は
馬
島
流
眼
科
の
本
拠
地
で
、
馬
島
清
眼
（
康
暦
元
年
没
）

以
来
、
同
寺
の
僧
侶
が
代
々
眼
科
の
治
療
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
支
流
に
大
智
坊
馬
島
派
な
ど
の
諸
流
が
あ
っ
た
が
、
真
島
大
一
坊
良
円

も
、
同
じ
く
馬
島
流
眼
科
の
流
れ
を
汲
む
医
僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
東
区
史
』
人
物
編
に
よ
れ
ば
、
そ
の
真
島
大
一
坊
良
円
は
、
延
文
五
年
（
一
三
六
○
）
、
後
光
厳
天
皇
の
眼
疾
を
治
療
し
て
効
験
が
あ

り
、
以
後
、
歴
代
は
京
都
に
住
み
、
永
禄
七
年
、
十
五
代
目
真
島
常
賢
の
代
に
大
坂
に
移
住
し
た
と
い
う
。
こ
の
真
島
常
賢
は
、
織
田
信

二
、
眼
医
者
真
嶋
家
の
系
譜
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９真嶋宴庵伝追考
長
の
家
臣
松
井
友
閑
（
堺
の
代
官
を
も
つ
と
め
た
）
の
子
で
、
後
に
真
島
家
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
「
足
利
義
輝
の
眼
疾
を
治
療

し
て
安
栖
斎
の
号
を
賜
は
り
、
又
元
亀
五
年
六
月
に
は
豊
後
に
下
っ
て
、
大
友
氏
の
眼
疾
を
も
治
療
す
る
等
、
医
術
に
長
じ
且
つ
交
友
も

極
め
て
広
」
か
つ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
『
東
区
史
」
人
物
編
は
、
そ
の
常
賢
以
後
の
系
譜
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

其
の
長
子
照
斎
は
薩
摩
に
至
っ
て
、
嶋
津
龍
伯
公
の
眼
疾
を
治
し
、
次
子
慶
円
は
細
川
三
斎
の
依
嘱
に
依
っ
て
、
藤
堂
高
虎
の
眼
疾

を
治
し
て
江
戸
の
邸
に
滞
留
し
て
ゐ
た
こ
と
も
あ
る
。
慶
円
の
次
子
宴
庵
は
、
三
斎
公
に
仕
へ
て
「
舞
楽
大
全
」
六
十
巻
を
撰
し
た
。

元
真
島
家
は
京
洛
に
居
っ
た
頃
か
ら
、
細
川
家
と
は
縁
故
が
あ
っ
て
特
に
幽
斎
・
三
斎
両
公
の
知
遇
を
蒙
つ
た
こ
と
は
、
今
猶
保
存

せ
ら
れ
て
あ
る
当
時
の
消
息
文
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
。
寛
永
年
間
に
至
っ
て
、
慶
円
の
長
子
円
益
は
其
の
子
梅
松
が
、
附
近
の
川

で
遊
泳
中
過
っ
て
溺
死
し
た
の
を
弔
ふ
為
、
一
宇
を
建
立
し
た
。
今
の
東
区
八
丁
目
中
寺
町
の
臨
済
宗
梅
松
院
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

右
に
よ
っ
て
、
江
戸
初
期
の
真
嶋
家
の
系
譜
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
真
島
常
賢
に
長
男
照
斎
、
次
男
慶
円
の
二
子

が
あ
っ
た
こ
と
、
慶
円
に
長
男
円
益
、
次
男
宴
庵
の
二
子
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
細
川
忠
興
の
書
状
に
見
え
る
真
嶋
慶

円
と
宴
庵
と
が
親
子
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
「
元
真
島
家
は
京
洛
に
居
っ
た
頃
か
ら
、
細
川
家
と
は
縁
故
が
あ

っ
て
特
に
幽
斎
・
三
斎
両
公
の
知
遇
を
蒙
つ
た
こ
と
は
、
今
猶
保
存
せ
ら
れ
て
あ
る
当
時
の
消
息
文
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
」
と
、
真
嶋

家
と
細
川
家
と
の
関
係
を
伝
え
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
細
川
家
と
の
交
流
を
伝
え
る
書
状
の

類
が
、
当
時
、
真
鴫
家
に
は
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
『
東
区
史
』
の
記
述
は
、
お
そ
ら
く
真
嶋
家
に
あ
っ
た
こ
れ
ら
の

書
状
類
や
系
譜
資
料
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
依
拠
資
料
は
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
真
嶋
家
の
子

孫
は
現
在
も
東
京
に
健
在
で
あ
る
が
、
所
蔵
文
書
の
ほ
と
ん
ど
を
戦
災
で
失
い
、
今
は
真
島
大
一
坊
良
円
の
掛
幅
画
を
残
す
の
み
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
『
東
区
史
』
が
言
及
す
る
資
料
の
多
く
は
、
す
で
に
戦
火
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
今
回
調
査

を
進
め
て
い
く
中
で
、
そ
の
写
し
と
思
わ
れ
る
も
の
が
現
存
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
永
青
文
庫
蔵
『
雑
録
』
が
そ
れ
で
、
細
川
藩
士
な
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１０ 

ど
の
諸
家
に
伝
わ
る
古
文
書
や
由
緒
書
を
集
め
て
採
録
し
た
江
戸
後
期
の
写
本
で
あ
る
。
同
文
庫
の
目
録
『
細
川
家
旧
記
・
古
文
書
分
類

目
録
』
に
は
総
記
・
雑
の
部
に
掲
載
き
れ
て
お
り
、
そ
の
細
目
に
は
「
眼
医
直
鴫
慶
円
へ
下
さ
れ
た
御
代
々
御
書
」
と
あ
る
が
、
こ
の

「
直
嶋
慶
円
」
が
真
鴫
慶
円
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
見
当
を
つ
け
、
原
本
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
は
た
し
て
同
書
の
目
次
に
は
、
「
眼
医
真

嶋
円
庵
・
慶
円
等
江
被
下
候
御
代
々
御
書
［
末
孫
隆
斎
方
出
乙
」
と
あ
り
、
真
島
慶
円
・
宴
庵
ら
に
送
ら
れ
た
細
川
忠
興
・
忠
利
・
光

尚
の
書
状
、
計
二
十
三
通
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
真
嶋
慶
円
の
子
孫
に
あ
た
る
真
嶋
隆
斎
が

細
川
藩
に
提
出
し
た
も
の
の
写
し
で
あ
り
、
隆
斎
が
細
川
家
へ
の
出
入
り
を
願
い
出
る
に
あ
た
り
、
真
嶋
家
が
代
々
、
細
川
家
出
入
り
の

医
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
状
の
写
し
が
提
出
さ
れ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
同
書
の
注
記
に

「
右
真
島
隆
斎
者
大
坂
ノ
町
医
、
干
今
眼
科
い
た
し
候
由
、
此
節
御
立
入
奉
願
候
間
、
書
面
ニ
拠
り
、
略
系
認
候
処
、
如
左
」
と
あ
り
、

続
い
て
次
の
よ
う
な
真
嶋
家
の
系
図
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

同
書
記
載
の
真
鴫
隆
斎
の
口
上
に
よ
れ
ば
、
真
鴫
家
は
数
代
に
わ
た
っ
て
細
川
家
に
出
入
り
し
て
い
た
も
の
の
、
慶
円
の
孫
に
あ
た
る

真
嶋
安
栖
が
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
「
御
立
入
中
絶
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
安
栖
か
ら
数
え
て
七
代
目
に
あ
た
る
真
嶋
隆
斎
が
、
あ

ら
た
め
て
細
川
家
へ
の
出
入
り
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

エ
ン

大
一
坊
良
円
十
一
二
代
孫

安
栖
斎
法
橋
嫡
子

○
真
島
慶
円

嫡
子
初
与
八
郎

三
男

慶
安

閏
鼎
大
全
ヲ
薯

円
毒

，
一
扇

四
代
五
代
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１１真嶋宴庵伝追考
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
ま
ニ

「
雑
録
』
の
掲
載
順
に
、
書
状

表
記
は
原
文
書
通
り
と
す
る
。

①
九
月
二
十
七
日
付
真
嶋
円
庵
老
宛
三
斎
宗
立
書
状
（
鰯
塩
辛
送
給
に
つ
き
礼
状
）

②
閏
十
一
月
二
十
八
日
付
真
嶋
円
益
老
宛
三
斎
宗
立
書
状
（
赤
貝
送
給
に
つ
き
礼
状
）

③
十
二
月
二
十
六
日
付
真
嶋
円
益
老
宛
三
斎
宗
立
書
状
（
赤
貝
・
氷
豆
腐
送
給
に
つ
き
礼
状
）

④
八
月
九
日
付
真
嶋
円
益
老
宛
三
斎
宗
立
書
状
（
蒲
菊
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑤
三
月
四
日
付
真
鴫
円
益
老
宛
三
斎
宗
立
書
状
（
高
麗
胡
桃
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑥
十
二
月
一
一
一
日
付
真
鴫
円
益
老
宛
三
斎
宗
立
言
状
（
郡
山
よ
り
到
来
の
鰯
だ
し
こ
茄
子
漬
送
届
に
つ
き
）

⑦
五
月
四
日
付
真
嶋
円
益
老
宛
三
斎
宗
立
書
状
（
端
午
の
祝
儀
と
し
て
海
月
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑧
二
月
二
十
八
日
付
真
嶋
円
益
老
宛
三
斎
宗
立
書
状
（
吉
野
葛
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑨
七
月
五
日
付
真
嶋
慶
円
老
宛
三
斎
書
状
（
長
右
衛
門
・
若
内
老
の
預
か
り
に
つ
き

⑩
四
月
七
日
付
真
嶋
慶
円
宛
三
斎
書
状
（
要
用
の
折
留
守
居
に
申
し
遣
わ
す
べ
き
に
つ
き
）

⑪
四
月
七
日
付
藤
泉
州
宛
三
斎
書
状
（
真
嶋
慶
円
に
よ
る
眼
疾
治
療
に
つ
き
）

⑫
六
月
七
日
付
真
嶋
慶
円
老
宛
三
斎
書
状
（
江
戸
長
期
滞
在
の
慰
労
お
よ
び
仙
兵
太
の
眼
疾
治
療
に
つ
き
）

⑬
十
二
月
二
十
九
日
付
真
嶋
円
益
老
宛
三
斎
宗
立
書
状
（
歳
暮
の
祝
儀
と
し
て
蛤
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑭
十
一
月
十
四
日
付
慶
円
老
宛
三
斎
書
状
（
眼
疾
の
容
態
に
つ
き
）

⑮
十
一
月
三
日
付
真
嶋
与
八
郎
宛
細
越
中
書
状
（
甘
干
送
給
に
つ
き
礼
状
）

こ
こ
で
は
ま
ず
、
そ
の
真
嶋
隆
斎
が
藩
に
提
出
し
た
真
嶋
家
蔵
の
書
状
一
一
十
三
通
の
概
要
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

需
順
に
、
書
状
の
月
日
付
と
差
出
・
宛
名
を
掲
げ
、
括
弧
内
に
書
状
の
大
ま
か
な
内
容
を
記
す
。
な
お
、
差
出
・
宛
名
の
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1２ 

⑯
四
月
二
十
四
日
付
真
嶋
円
庵
宛
細
越
中
忠
利
書
状
（
先
日
入
来
に
つ
き
）

⑰
六
月
十
一
日
付
真
鴫
円
益
老
宛
細
肥
後
光
利
書
状
（
眼
疾
平
癒
の
報
告
お
よ
び
伊
予
迄
下
向
の
御
礼
に
つ
き
）

⑱
正
月
二
十
八
日
付
真
嶋
円
益
老
宛
細
肥
後
光
利
書
状
（
年
頭
の
祝
儀
と
し
て
五
明
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑲
二
月
八
日
付
真
嶋
円
益
宛
細
肥
後
光
尚
書
状
（
春
陽
の
祝
儀
と
し
て
朝
鮮
扇
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑳
正
月
二
十
五
日
付
真
嶋
円
益
宛
細
肥
後
光
尚
書
状
（
年
頭
の
祝
儀
と
し
て
篠
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑳
二
月
六
日
付
真
嶋
円
益
宛
細
肥
後
光
尚
書
状
（
扇
子
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑳
正
月
二
十
五
日
付
真
嶋
円
益
宛
細
肥
後
光
尚
書
状
（
燦
送
給
に
つ
き
礼
状
）

⑳
正
月
二
十
六
日
付
真
嶋
円
庵
老
宛
細
肥
後
光
貞
書
状
（
年
頭
の
祝
儀
と
し
て
五
明
送
給
に
つ
き
礼
状
）

『
雑
録
』
に
収
め
ら
れ
た
書
状
の
う
ち
過
半
を
占
め
る
の
は
、
細
川
忠
興
（
三
斎
宗
立
）
の
書
状
で
、
全
部
で
十
四
通
を
数
え
る
。
⑪
が

藤
堂
和
泉
守
高
虎
宛
の
も
の
で
あ
る
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
真
嶋
氏
に
宛
て
た
も
の
で
、
慶
円
宛
の
も
の
が
四
通
、
円
益
宛
の
も
の
が
八
通
、

円
庵
（
宴
庵
）
宛
の
も
の
が
一
通
で
あ
る
。
残
り
の
九
通
は
、
細
川
忠
利
、
光
尚
（
光
利
・
光
貞
）
の
書
状
で
、
そ
の
内
訳
は
忠
利
の
真
嶋
与

八
郎
宛
書
状
、
円
庵
宛
書
状
が
各
一
通
、
光
尚
の
円
益
宛
書
状
、
円
庵
宛
書
状
が
そ
れ
ぞ
れ
六
通
、
｜
通
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
書
状
に
も
年
記
の
記
載
が
な
い
が
、
細
川
忠
興
の
書
状
は
、
差
出
の
署
名
に
「
一
一
一
斎
宗
立
」
「
三
斎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
も
彼
が
三
斎
を
名
乗
っ
た
元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
か
ら
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
没
す
る
ま
で
の
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
そ
の
う
ち
、
②
の
閏
十
一
月
一
一
十
八
日
付
書
状
に
つ
い
て
は
、
閏
十
一
月
の
あ
る
年
が
同
期
間
中
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
の
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
年
の
書
状
と
確
定
で
き
る
。
一
方
、
忠
利
の
書
状
は
、
彼
が
越
中
守
と
な
っ
た
元
和
八
年
か
ら
、
寛
永
十
八
年
に

没
す
る
ま
で
の
間
の
も
の
で
あ
り
、
光
尚
の
書
状
は
差
出
署
名
に
「
細
肥
後
光
利
」
と
あ
る
⑰
⑱
は
、
彼
が
元
服
し
て
肥
後
守
光
利
を
名

乗
っ
た
寛
永
十
二
年
か
ら
、
韓
を
光
貞
に
改
め
る
寛
永
十
七
、
八
年
ま
で
の
間
の
も
の
、
「
光
貞
」
と
署
名
が
あ
る
⑳
は
、
同
年
以
降
、
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１３真嶋宴庵伝追考
謀
を
さ
ら
に
光
尚
に
改
め
る
寛
永
十
九
年
秋
ま
で
の
間
の
も
の
、
「
光
尚
」
と
署
名
が
あ
る
⑲
か
ら
⑫
の
四
通
は
、
寛
永
十
九
年
か
ら
慶

安
二
年
二
六
四
九
）
に
光
尚
が
没
す
る
ま
で
の
間
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

書
状
の
内
容
は
、
見
舞
や
年
頭
祝
儀
の
品
と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
進
物
に
対
す
る
礼
状
が
殆
ど
で
あ
る
。
そ
の
文
面
も
型
通
り
の
も
の

が
多
く
、
真
嶋
宴
庵
と
能
と
の
関
わ
り
を
示
す
具
体
的
な
記
事
は
残
念
な
が
ら
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
真
嶋
家
と
細
川
忠
興
と
の
親
密

な
間
柄
を
窺
わ
せ
る
書
状
や
、
慶
円
の
江
戸
長
期
滞
在
を
伝
え
る
書
状
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
の
も
の
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

⑩
四
月
七
日
付
の
書
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

尚
々
我
等
目
、
此
比
一
た
ん
に
て
候
、
可
御
心
安
候
、
已
上

藤
泉
州
以
書
状
申
候
問
、
令
啓
候
、
江
戸
へ
泉
州
供
候
而
被
参
候
由
、
御
太
儀
共
二
候
、
不
及
申
、
い
つ
ま
て
も
泉
州
次
第
逗
留
候

而
療
治
之
儀
、
御
油
断
有
間
敷
候
、
若
用
所
在
候
者
、
我
等
敷
留
守
居
清
田
九
市
郎
・
町
源
右
衛
門
二
可
被
申
侯
、
則
其
通
申
遣
候
、

可
被
得
其
意
候
、
尚
期
後
音
候
、
恐
々
謹
言

卯
月
七
日

三
斎御
書
判

こ
れ
は
、
「
藤
泉
州
」
す
な
わ
ち
藤
堂
高
虎
の
御
供
と
し
て
江
戸
に
下
っ
た
真
嶋
慶
円
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
藤
堂
高
虎
が
眼
疾
を

煩
っ
た
の
は
晩
年
の
元
和
末
年
の
こ
と
で
、
元
和
九
年
、
京
都
に
お
い
て
眼
疾
の
治
療
を
受
け
、
寛
永
一
兀
年
一
一
一
月
上
旬
に
は
江
戸
に
下
っ

て
い
る
二
公
室
年
譜
略
」
）
。
高
虎
は
そ
の
後
、
二
年
あ
ま
り
を
江
戸
で
過
ご
し
、
寛
永
一
一
一
年
六
月
に
上
洛
、
同
年
十
月
に
再
び
出
府
し
た

後
、
寛
永
七
年
十
月
に
亡
く
な
る
ま
で
江
戸
で
過
ご
し
て
い
る
が
、
寛
永
一
一
一
年
十
月
の
江
戸
下
り
に
際
し
て
の
書
状
と
す
る
に
は
月
が
離

れ
す
ぎ
て
い
る
。
寛
永
元
年
三
月
の
出
府
直
後
の
書
状
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
「
い
つ
ま
て
も
泉
州
次
第
逗
留
候
而
療
治

真
嶋
慶
円
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1４ 

之
儀
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
慶
円
の
江
戸
滞
在
は
長
期
に
及
ぶ
予
定
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
忠
興
は
慶
円
に
宛
て
て
、
何
か
要
用
が
あ
れ

ば
江
戸
の
留
守
居
役
に
申
し
つ
け
る
よ
う
に
、
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

こ
の
書
状
と
関
係
す
る
の
が
、
⑪
の
同
日
付
書
状
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
の
藤
堂
高
虎
に
宛
て
た
細
川
忠
興
の
状
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
は
、
「
ま
し
ま
慶
円
」
の
治
療
に
よ
り
、
忠
興
の
眼
疾
が
快
方
に
向
か
っ
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
慶
円
に
対
す
る
忠
興
の

信
頼
の
す
こ
ぶ
る
厚
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

尚
々
ま
し
ま
事
一
段
心
や
す
き
も
の
に
て
御
さ
候
間
、
御
近
所
二
を
ら
れ
申
□
□
、
い
か
に
も
ノ
ー
ゆ
る
ノ
ー
と
れ
う
ち
可

被
仰
付
侯
、
御
ゆ
か
し
ぎ
山
々
、
已
上

其
以
来
久
不
申
通
無
音
仕
候
、
江
戸
へ
被
成
御
越
候
由
、
御
大
儀
共
候
、
御
目
、
ま
し
ま
慶
円
二
れ
う
ち
被
仰
付
由
、
一
段
可
然
存

候
、
我
等
よ
く
覚
申
侯
、
ま
し
ま
れ
う
ち
ハ
は
り
不
参
様
二
お
ほ
し
め
ざ
る
へ
く
候
へ
と
も
、
あ
と
へ
も
は
り
不
申
候
、
未
ほ
と
よ

く
御
さ
候
間
、
可
被
成
其
御
心
得
候
、
我
等
目
煩
申
時
も
、
ま
し
ま
れ
う
ち
に
て
は
り
不
参
や
う
二
存
、
く
す
し
を
数
多
か
へ
申
候

シ
れ
と
も
、
何
も
よ
く
無
之
、
ま
し
ま
薬
に
て
と
く
り
と
目
す
ハ
リ
申
候
、
今
も
お
こ
り
申
侯
時
分
、
ま
し
ま
薬
を
さ
し
申
候
、
ゆ

る
ノ
ー
と
養
性
可
然
存
候
、
我
等
も
当
年
ハ
可
罷
越
候
間
、
萬
々
期
面
候
、
以
上
、
恐
憧
謹
言

前
掲
『
東
区
史
」
人
物
編
が
、
真
嶋
慶
円
に
つ
い
て
、
細
川
三
斎
の
依
嘱
に
よ
り
藤
堂
高
虎
の
眼
疾
を
治
療
し
、
江
戸
の
邸
に
滞
留
し

て
い
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
書
状
に
基
づ
く
記
述
な
の
で
あ
ろ
う
。
『
雑
録
』
の
注
記
に
は
、
「
御
書
簡
者
三
斎
公
様
御
真
蹟
二
而
、
慶
円

眼
療
之
儀
被
為
仰
進
候
御
文
面
故
、
藤
堂
様
右
慶
円
拝
領
仕
候
由
二
而
、
今
以
珍
重
秘
蔵
仕
罷
在
候
」
と
あ
り
、
慶
円
が
藤
堂
高
虎
か
ら

候
、
我
等
よ
く
覚
申
侯
、
ま
し
ま
れ
う
ち
ハ
は
り
不
参
様
二
お
ほ
し
め
ざ
ご

く
御
さ
候
間
、
可
被
成
其
御
心
得
候
、
我
等
目
煩
申
時
も
、
ま
し
ま
れ
』
コ

ツ
れ
と
も
、
何
も
よ
く
無
之
、
ま
し
ま
薬
に
て
と
く
り
と
目
す
ハ
リ
申
候
、

る
ノ
ー
と
養
性
可
然
存
候
、
我
等
も
当
年
ハ
可
罷
越
候
間
、
萬
々
期
面
候
、

卯
月
七
日

本
ノ
マ
、

三
□

藤
泉
州
殿

御
書
判

人
々
御
中
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１５真嶋宴庵伝追考

右
の
書
状
の
末
尾
に
「
我
等
も
当
年
ハ
可
罷
越
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
細
川
忠
興
は
寛
永
元
年
中
に
江
戸
に
向
か
っ
て
国
元
を
出
発
し

て
い
る
。
『
綿
考
輯
録
」
に
よ
れ
ば
、
十
二
月
に
中
津
を
発
駕
、
同
月
一
一
十
五
日
に
京
都
着
、
江
戸
に
到
着
し
た
の
は
、
年
が
明
け
て
寛

永
二
年
の
初
頭
だ
っ
た
。
そ
の
年
の
六
、
七
月
頃
、
忠
興
の
眼
疾
が
再
発
し
、
江
戸
に
お
い
て
「
真
嶋
」
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
は
先
に

述
べ
た
。
こ
の
「
真
嶋
」
が
真
嶋
慶
円
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
慶
円
は
寛
永
一
兀
年
三
月
に
藤
堂
高
虎
に
付
き
従
っ
て
江
戸
へ
下
向
し
た
後
、

翌
寛
永
二
年
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
一
年
近
く
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
と
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
⑫
の
六
月
七
日
付
書
状
で
あ
る
。
同
じ
く
忠
興
が
江
戸
の
真
鴫
慶
円
に
宛
て
た
状
で
、
「
仙
兵

太
」
の
眼
疾
に
言
及
し
、
慶
円
の
長
期
に
わ
た
る
江
戸
滞
在
を
労
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

拝
領
し
た
も
の
と
い
う
。

右
に
見
え
る
「
仙
兵
太
」
は
信
州
上
田
藩
主
の
仙
石
兵
部
太
輔
忠
政
で
あ
ろ
う
。
仙
石
忠
政
は
寛
永
五
年
の
没
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
書

状
は
当
然
そ
れ
以
前
の
も
の
と
な
る
が
、
正
確
な
年
時
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
文
中
、
真
嶋
慶
円
の
長
期
に
わ
た
る
江
戸
滞
留
に
触

れ
て
い
る
こ
と
と
、
細
川
忠
興
が
近
々
国
元
か
ら
上
洛
の
途
に
つ
く
由
が
記
き
れ
て
い
る
こ
と
が
、
年
時
特
定
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
ま

仙
兵
太
見
廻
二
飛
脚
下
申
候
間
令
申
候
、
兵
太
御
目
少
シ
、
能
御
入
候
由
、
御
書
中
二
相
見
候
、
我
々
大
慶
此
方
之
弥
心
永
御
養
性

侯
へ
と
申
遣
候
間
、
可
有
其
御
心
得
候
、
永
々
御
在
江
戸
御
辛
労
二
候
、
先
書
二
も
如
申
、
兵
太
殿
、
我
等
別
而
無
等
閑
儀
候
間
、

可
被
入
御
精
候
、
円
庵
も
下
向
侯
ヘ
ハ
、
今
度
同
船
二
而
上
申
候
、
無
事
候
間
、
可
被
御
心
安
候
、
期
後
音
候
、
恐
々
謹
言

六
月
七
日

三
斎御
書
判

真
嶋
慶
円
老

以
上
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１６ 

ず
、
真
嶋
慶
円
の
江
戸
滞
在
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
寛
永
元
年
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
の
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
右

の
書
状
が
そ
の
い
ず
れ
か
の
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
寛
永
二
年
の
忠
興
は
六
月
の
時
点
で
ま
だ

江
戸
に
滞
在
し
て
お
り
、
右
の
書
状
が
国
元
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
と
齪
酪
し
、
ま
た
、
そ
の
前
年
の
寛
永
元
年
も
、

忠
興
は
国
元
の
中
津
に
い
た
も
の
の
、
中
津
か
ら
上
洛
の
途
に
つ
い
た
の
は
同
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、
右
の
書
状
で
近
々
の
上
洛
を

伝
え
て
い
る
こ
と
と
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
一
一
月
に
出
府
し
た
ば
か
り
の
真
鴫
慶
円
に
対
し
て
、
「
永
々
御
在
江
戸
御
辛
労
二
候
」

と
い
う
の
も
や
や
不
自
然
で
あ
り
、
寛
永
元
年
、
二
年
の
書
状
と
は
考
え
が
た
い
。
と
す
る
と
、
右
の
書
状
は
い
つ
出
さ
れ
た
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
細
川
忠
興
の
上
洛
時
期
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
寛
永
三
年
六
月
の
書
状
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
綿
考
輯
録
」
に
よ
る
と
、
忠
興
は
「
寛
永
三
年
丙
寅
六
月
、
中
津
御
発
駕
、
御
上
京
」
の
途
に
つ
い
て
い
る
ｓ
細
川
家
史
料
』
所
収
寛
永

三
年
六
月
十
九
日
付
忠
興
書
状
に
よ
れ
ば
、
同
日
、
忠
興
は
京
都
吉
田
に
到
着
し
た
と
い
う
）
。
彼
が
一
一
一
斎
宗
立
と
名
を
改
め
た
元
和
六
年
閏
十

一
一
月
か
ら
寛
永
五
年
ま
で
の
間
で
、
六
月
中
に
上
洛
の
途
に
つ
い
た
の
は
寛
永
三
年
だ
け
で
あ
り
、
他
の
年
の
中
津
発
駕
は
、
元
和
八
年

が
十
一
月
、
寛
永
元
年
が
十
二
月
、
寛
永
四
年
が
三
月
と
、
い
ず
れ
も
数
ヶ
月
隔
た
っ
た
時
期
の
上
洛
な
の
で
あ
る
。
右
の
書
状
が
寛
永

三
年
六
月
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
真
嶋
慶
円
は
寛
永
一
一
年
か
ら
翌
三
年
に
か
け
て
、
な
お
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

慶
円
の
江
戸
滞
在
は
四
月
七
日
付
の
忠
興
書
状
に
「
い
つ
ま
て
も
泉
州
次
第
逗
留
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藤
堂
高
虎
の
眼
疾
治
療
の
た
め
、

当
初
か
ら
長
期
滞
在
を
予
定
し
て
い
た
。
そ
の
高
虎
が
寛
永
三
年
六
月
に
上
洛
し
た
後
も
、
な
お
引
き
続
い
て
仙
石
忠
政
の
治
療
に
あ

た
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
江
戸
の
滞
在
期
間
が
さ
ら
に
延
び
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
右
の
書
状
に
「
永
々
御
在
江
戸
」
と

あ
る
こ
と
と
も
符
合
し
、
以
上
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
右
は
寛
永
三
年
の
書
状
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
の
書
状
に
「
円
庵
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
円
庵
」
は
、
真
嶋
宴
庵
の
こ
と
と
見
て
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
円
庵
も
下
向
侯
ヘ
ハ
、
今
度
同
船
二
而
上
申
候
、
無
事
候
間
、
可
被
御
心
安
候
」
と
あ
り
、
「
円
庵
」
も
下
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１７真嶋宴庵伝追考
向
し
た
の
で
今
度
同
船
に
て
上
洛
の
途
に
つ
く
で
あ
ろ
う
こ
と
、
こ
ち
ら
は
無
事
で
あ
る
の
で
、
安
心
す
る
よ
う
に
と
の
旨
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
「
御
心
安
」
と
あ
る
の
は
、
息
子
「
円
庵
」
の
無
事
を
心
配
す
る
父
慶
円
の
気
持
ち
を
察
し
て
の
文
言
に
相
違
な
く
、
「
円
庵
」

の
年
齢
が
当
時
ま
だ
そ
う
高
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
（
た
だ
し
、
「
円
庵
」
の
法
号
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
す
で
に
元

服
を
済
ま
せ
て
い
た
可
能
性
が
高
じ
。

だ
が
何
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
の
書
状
が
、
「
円
庵
」
と
細
川
忠
興
と
が
一
時
行
動
を
共
に
し
て
い
た
事
実
を
伝
え
る
点
で
あ
る
。

『
雑
録
」
に
は
、
宴
庵
と
忠
興
と
の
交
渉
を
伝
え
る
書
状
が
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
①
の
九
月
二
十
七
日
付
書
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

進
之
候

右
は
細
川
忠
興
が
宴
庵
に
宛
て
た
鰯
塩
辛
の
礼
状
で
あ
り
、
年
時
不
明
な
が
ら
、
忠
興
と
真
嶋
宴
庵
と
の
直
接
の
交
流
を
示
す
数
少
な

い
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
書
状
に
続
い
て
、
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
朱
書
き
の
注
が
見
え
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

付
帯

為
見
舞
被
差
越
飛
脚
念
入
候
、
色
々
之
い
は
し
塩
か
ら
一
桶
被
持
越
、
満
足
二
候
、
則
可
令
賞
翫
候
、
猶
期
面
之
時
候
、
恐
々
謹
言

九
月
廿
七
日

三
斎宗
立
御
印

申
候
。

（
侯
脱
力
）

円
庵
儀
ハ
慶
円
之
次
男
、
円
益
之
弟
二
而
、
俗
称
長
右
衛
門
と
申
二
、
尤
家
名
相
続
不
仕
候
得
共
、
父
慶
円
、
兄
円
益
同
様
、
格

別
奉
蒙
御
懇
命
、
殊
二
若
年
之
比
、
乱
舞
を
相
嗜
居
申
候
間
、
数
年
御
側
二
而
奉
勤
仕
候
者
御
座
候
。
其
後
老
年
二
至
り
、
秋
扇
翁

卜
自
号
仕
、
舞
楽
大
全
と
申
書
物
六
十
巻
著
述
仕
候
。
右
書
物
ハ
其
節
奉
供
高
覧
候
哉
否
之
儀
ハ
、
手
元
記
録
無
之
候
付
、
相
分
兼

以
上真
嶋
圓
庵
老
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１８ 

こ
の
朱
書
き
の
注
は
、
冒
頭
に
「
付
帯
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
真
嶋
隆
斎
か
ら
提
出
さ
れ
た
文
書
に
付
紙
と
し
て
付
さ
れ
た
注

記
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
注
記
の
筆
者
は
真
嶋
隆
斎
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
真
嶋
宴
庵
の
伝
記
に
つ
い
て
、
短
い
な
が
ら
も
実

に
興
味
深
い
内
容
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
宴
庵
が
慶
円
の
次
男
で
、
円
益
の
弟
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
舞
楽
大
全
」
全
六
十
巻
の
著
書

が
あ
る
こ
と
は
、
先
の
『
東
区
史
』
人
物
編
に
も
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
宴
庵
の
俗
称
が
長
右
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
、
若
年
の
頃
に

「
乱
舞
」
、
す
な
わ
ち
能
を
嗜
み
、
忠
興
の
御
側
に
数
年
勤
仕
し
た
こ
と
な
ど
は
新
知
見
に
属
す
る
。
と
り
わ
け
、
若
年
期
の
宴
庵
が
数
年

間
に
わ
た
っ
て
忠
興
に
近
侍
し
た
と
い
う
点
は
、
宴
庵
と
能
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
も
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
の
忠
興
近
侍
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
資
料
が
存
在
す
る
の
で
、
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
 

⑨
の
七
月
五
日
付
忠
興
書
状
は
、
宴
庵
の
父
慶
円
に
宛
て
た
も
の
で
、
慶
円
が
早
々
に
上
り
の
途
に
つ
い
た
こ
と
を
惜
し
む
内
容
の
書
状

（
２
）
 

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
、
長
右
衛
門
と
若
内
老
の
一
一
人
を
忠
興
が
一
時
預
か
っ
て
い
た
由
が
見
え
る
。

御
返
報

こ
こ
に
見
え
る
二
人
の
う
ち
、
若
内
老
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
長
右
衛
門
は
宴
庵
そ
の
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
雑

録
』
に
よ
れ
ば
、
宴
庵
に
は
「
長
右
衛
門
」
の
俗
称
が
あ
っ
た
と
い
い
、
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
右
の
長
右
衛
門
は
宴
庵
の
こ
と
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
右
の
書
状
の
年
時
で
あ
る
。
忠
興
が
三
斎
を
名
乗
っ
た
元
和
六
年
閏
十
一
一
月
以

去
月
廿
六
日
之
御
折
紙
令
披
閲
候
、
無
事
二
上
着
之
由
珠
重
候
、
此
度
早
々
御
上
、
御
残
多
存
候
、
面
二
も
如
申
、
長
右
衛
門
・
若

本
ノ
マ
、

内
老
預
り
申
侯
、
万
事
可
心
安
候
、
期
後
音
候
、
恐
々
謹
一
一
一
戸

七
月
五
日

三
斎御
書
判

巳
上

真
嶋
慶
円
老
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１９真嶋宴庵伝追考
降
、
慶
円
が
亡
く
な
る
寛
永
十
二
年
五
月
ま
で
の
間
の
書
状
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
が
、
さ
ら
に
期
間
を
絞
り
込
む
と
、
⑫
の
六
月
七

日
付
書
状
に
「
円
庵
」
の
名
が
見
え
、
そ
れ
が
寛
永
三
年
の
書
状
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
年
時
特
定
の
一
つ
の
目
安
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

長
右
衛
門
の
名
乗
り
は
、
円
庵
を
名
乗
る
以
前
の
若
名
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
、
右
の
七
月
五
日
付
書
状
は
寛
永
二
年
以
前
に
発

信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
ま
ず
想
定
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
右
の
書
状
は
、
そ
の
内
容
か
ら
推
し
て
、
江
戸
あ
る
い
は
中
津
か
ら
の

状
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
元
和
六
年
か
ら
寛
永
一
一
年
ま
で
の
間
で
、
七
月
五
日
に
忠
興
が
江
戸
に
い
た
の
は
元
和
八
年
と
寛
永
二
年

で
あ
り
、
元
和
七
年
・
寛
永
元
年
に
は
中
津
、
元
和
九
年
に
は
京
都
吉
田
に
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
「
細
川
家
史
料
』
）
。
こ
の
う
ち
、

寛
永
二
年
七
月
は
忠
興
だ
け
で
な
く
真
嶋
慶
円
も
江
戸
に
い
た
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
（
先
述
）
、
右
の
書
状
の
内
容
と
は
合
致
し
な
い
。
ま

た
、
寛
永
元
年
七
月
も
、
忠
興
は
中
津
に
い
た
が
、
同
年
三
月
頃
、
慶
円
は
藤
堂
高
虎
と
と
も
に
江
戸
に
下
っ
て
い
る
た
め
、
や
は
り
条

件
に
は
合
わ
な
い
。
元
和
九
年
七
月
も
忠
興
の
在
洛
中
で
あ
り
、
同
年
の
書
状
と
は
考
え
が
た
い
。
と
す
る
と
、
右
の
書
状
は
元
和
七
年

か
八
年
の
い
ず
れ
か
の
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
元
和
八
年
な
ら
ば
、
在
府
中
の
忠
興
を
訪
ね
て
、
慶

円
が
江
戸
に
下
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
慶
円
の
江
戸
下
り
の
理
由
が
判
然
と
し
な
い
な
ど
の
疑
問
が
残
る
。
一
方
、
元
和
七
年
な
ら

ば
、
同
年
夏
に
忠
興
は
隠
居
し
て
中
津
城
に
移
り
、
一
方
、
息
子
の
忠
利
は
新
藩
主
と
し
て
小
倉
城
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
家
督
相
続
の

御
祝
と
し
て
、
慶
円
が
中
津
を
訪
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
総
合
す
る
な
ら
、
右
は
元
和
七
年
の
書
状
で
あ
る
可
能
性

御
祝
と
し
て
、
慶
円
が
中
津
を
訪
上

が
最
も
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
慶
円
の
中
津
下
向
に
宴
庵
も
同
行
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
以
前
か
ら
忠
興
の
も
と
に
近
侍
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な

い
。
し
か
し
、
後
者
の
可
能
性
の
方
が
よ
り
高
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
右
の
書
状
に
「
面
二
も
如
申
、

長
右
衛
門
・
若
内
老
預
り
申
候
、
万
事
可
心
安
候
」
と
あ
り
、
長
右
衛
門
・
若
内
老
を
預
か
っ
て
い
る
の
で
安
心
す
る
よ
う
に
と
の
旨
を
、

慶
円
と
対
面
の
折
に
口
頭
で
伝
え
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宴
庵
が
こ
の
時
、
慶
円
と
と
も
に
中
津
に
下
り
、
そ
こ
で
忠
興
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に
預
け
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
「
面
二
も
如
申
」
と
断
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
宴
庵
が
ま
だ
小
倉
な
ど
に
お
り
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
な
か
っ
た
た
め
、
宴
庵
の
無
事
を
口
頭
で
伝
え
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
元
和
四
年
、
慶
円
が
眼
疾
の
治
療
の
た
め
に
小
倉
の

忠
興
の
も
と
を
訪
れ
た
際
に
宴
庵
も
同
行
し
、
そ
れ
以
降
、
父
慶
円
が
帰
国
し
た
後
も
、
引
き
続
い
て
小
倉
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
『
雑
録
』
に
「
数
年
御
側
二
而
奉
勤
仕
候
」
と
あ
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

若
年
期
の
真
嶋
宴
庵
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
て
、
忠
興
の
周
囲
で
催
さ
れ
る
能
に
頻
繁
に
接
す
る
機
会
を
持
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
細
川
家
出
入
り
の
能
役
者
や
、
家
中
の
能
役
者
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
し
た

中
で
見
聞
き
し
た
内
容
が
、
「
実
鑑
抄
」
系
伝
書
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
、
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
に

見
え
る
様
々
な
能
役
者
か
ら
の
秘
伝
相
伝
は
、
宴
庵
の
握
造
で
あ
り
、
信
じ
が
た
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝

書
の
一
本
で
あ
る
田
安
家
本
『
実
鑑
抄
」
に
は
、
〈
杜
若
〉
の
「
し
ら
拍
子
」
に
つ
き
、
松
田
円
斎
・
小
笛
の
二
人
か
ら
習
っ
た
由
が
見
え
、

〈
道
成
寺
〉
に
つ
い
て
は
、
「
観
世
三
郎
元
広
よ
り
細
川
兵
部
太
夫
殿
へ
相
伝
の
趣
を
、
子
息
細
川
越
中
守
忠
興
公
へ
相
伝
有
て
、
豊
前
国

小
倉
に
て
予
つ
ぶ
さ
に
是
を
伝
受
せ
り
」
と
、
豊
前
小
倉
に
お
い
て
忠
興
か
ら
相
伝
さ
れ
た
由
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
田
安
家
本
「
実
鑑

抄
』
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
、
細
川
家
中
の
槇
嶋
云
庵
が
細
川
幽
斎
か
ら
相
伝
さ
れ
た
秘
伝
を
ま
と
め
た
伝
書
で
あ
り
、
右
の
記
事
の

「
子
」
は
す
な
わ
ち
槇
嶋
云
庵
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
表
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
宴
庵
が
槇
嶋
云
庵
の
名
を

願
っ
た
仮
託
伝
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
真
嶋
宴
庵
が
忠
興
の
御
側
に
仕
え
、
家
中
の
人
物
と
も
親
し
く
接

し
て
い
た
と
す
る
と
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
が
伝
え
る
秘
伝
相
伝
に
も
、
何
が
し
か
の
事
実
の
反
映
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
槇
鴫
云
庵
か
ら
相
伝
の
趣
を
聞
い
た
と
か
、
あ
る
い
は
宴
庵
自
身
が
細
川
家
の
能
役
者
か
ら
教
え
を
受
け
た
、

な
ど
の
事
実
を
も
と
に
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
が
編
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
宴
庵
が
正
式
に
伝
書

の
相
伝
を
受
け
て
い
た
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
細
川
忠
興
と
槇
嶋
云
庵
、
お
よ
び
そ
の
周
囲
に
い
た
能
役
者

（ 
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２１真嶋宴庵伝追考
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
能
楽
談
儀
を
、
耳
学
問
の
よ
う
に
し
て
聞
き
覚
え
た
内
容
が
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
の
記
述
に
投
影
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
喜
多
七
大
夫
を
「
木
田
七
太
夫
」
、
似
我
与
左
衛
門
を
「
自
我
与
左
衛
門
」
、
下
川
丹
斎
を

「
西
川
丹
斎
」
と
す
る
よ
う
な
人
名
の
誤
り
（
特
に
用
字
の
誤
り
）
が
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
容
易
に
説
明
が

「
西
川
丹
斎
」
と

つ
く
の
で
あ
る
。

宴
庵
が
細
川
忠
興
の
御
側
に
お
い
て
能
に
親
し
ん
だ
の
は
、
彼
の
若
年
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宴
庵
の
九
州
在
国
を
物
語

る
書
状
が
存
在
す
る
一
兀
和
七
年
と
寛
永
一
一
一
年
、
彼
は
ま
だ
十
代
か
ら
二
十
代
前
半
の
青
年
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
も
真
鴫

家
と
細
川
家
と
の
交
流
が
続
い
て
い
た
こ
と
は
、
円
益
や
宴
庵
に
宛
て
た
寛
永
十
年
代
後
半
の
書
状
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明

（
３
）
 

ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
状
の
文
面
か
ら
は
、
細
川
忠
興
が
真
嶋
慶
円
に
宛
て
た
書
状
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
親
密
な
感
情
の
吐

露
が
あ
ま
り
窺
え
な
い
。
六
月
十
一
日
付
の
真
嶋
円
益
に
宛
て
た
細
川
光
利
の
書
状
が
、
伊
予
ま
で
下
向
し
た
円
益
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

船
中
に
て
眼
疾
が
平
癒
し
た
こ
と
の
喜
び
を
書
き
送
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
年
頭
の
祝
儀
の
品
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
対
す

る
形
式
的
な
礼
状
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
細
川
家
と
の
関
わ
り
の
深
さ
で
い
え
ば
、
宴
庵
の
若
年
期
と
壮
年
期
と
で
は
、
大
き
な

格
差
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
寛
永
末
年
以
降
の
宴
庵
が
、
細
川
家
で
催
さ
れ
る
演
能
を
親
し
く
見
聞
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
宴
庵
の
著
書
に
名
前
が
見
え
る
能
役
者
も
、
そ
の
殆
ど
が
江
戸
初
期
の
寛
永
以
前
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ

り
、
そ
れ
以
降
の
能
役
者
へ
の
言
及
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
宴
庵
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
あ
る
い
は

関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

真
鴫
宴
庵
の
生
没
年
は
従
来
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
生
年
に
つ
い
て
は
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
の
京
都
で
の
喜
多
十
大
夫
勧

三
、
真
嶋
宴
庵
の
生
没
年
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そ
の
宴
庵
の
生
没
年
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。
宴
庵
が
記
録
に
登
場
す
る
の
は
、
先
に
紹
介
し
た
『
雑
録
』
所
収
の

七
月
五
日
付
書
状
が
最
も
早
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
長
右
衛
門
」
と
し
て
彼
の
名
前
が
見
え
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

の
書
状
は
元
和
七
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
、
寛
永
三
年
（
一
六
一
一
六
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る

六
月
七
日
付
書
状
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
円
庵
」
の
名
で
見
え
る
。
長
右
衛
門
は
若
名
で
あ
り
、
円
庵
は
法
号
で
あ
ろ
う
か
ら
、
元
和
七

年
か
ら
寛
永
一
一
一
年
の
間
に
、
宴
庵
が
若
名
を
卒
業
し
て
、
元
服
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
医
師
が
若
名
を
法
号
に
改
め
る
年
齢
が
何
歳
頃

の
こ
と
な
の
か
、
他
の
資
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
仮
に
「
円
庵
」
名
が
は
じ
め
て
見
え
る
寛
永
三
年
に
十
七
歳
で

あ
っ
た
と
す
る
と
、
生
年
は
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
と
な
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
と
、
万
治
元
年
に
は
四
十
九
歳
で
、
『
舞
正
語
磨
』
に

見
え
る
「
ま
よ
は
ぬ
と
し
に
い
た
る
ま
で
」
の
文
言
と
も
、
大
き
く
食
い
違
わ
な
い
。
当
た
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
遠
か
ら
ぬ
推
測
と
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宴
庵
が
慶
長
十
五
年
頃
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
す
る
と
、
従
来
信
瀝
性
が
低
い
と
さ
れ
て
い
た
、
観
世
文
庫
蔵

「
檜
垣
型
付
』
に
見
え
る
寛
永
六
年
の
「
真
嶋
円
庵
」
の
奥
書
も
、
十
分
に
信
頼
に
足
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
の
伝
書
執
筆
の
開
始

時
期
を
考
え
る
際
の
重
要
な
資
料
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
宴
庵
の
没
年
に
つ
い
て
も
、
今
回
彼
の
事
績
を
調
べ
て
い
く
中
で
、
新
た
な
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
大
坂
の
梅
松
院

な
る
寺
院
の
墓
碑
と
過
去
帳
が
そ
れ
で
あ
る
。
梅
松
院
は
、
真
嶋
家
と
関
わ
り
の
深
い
寺
院
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
中
、
今
橋
に

進
能
を
批
判
し
た
『
舞
正
語
磨
』
の
序
に
「
こ
因
に
と
し
ご
ろ
物
せ
し
翁
は
、
振
分
髪
の
こ
ろ
ほ
ひ
よ
り
、
ま
よ
は
ぬ
と
し
に
い
た
る
ま

で
、
能
と
い
ふ
物
を
こ
の
み
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
万
治
元
年
当
時
、
彼
が
四
十
歳
を
過
ぎ
る
年
齢
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
こ
か

ら
逆
算
し
て
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
頃
の
生
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
海
内
目
録
中
』
）
。

ま
た
、
没
年
に
つ
い
て
は
、
寛
文
五
年
に
宴
庵
が
松
井
与
兵
衛
に
与
え
た
型
付
が
残
さ
れ
て
お
り
、
同
年
ま
で
は
活
動
し
て
い
た
こ
と
が

ま
た
、
没
年
に
〈

知
ら
れ
て
い
る
。
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２３真嶋宴庵伝追考
住
む
眼
科
医
真
嶋
円
益
の
妻
が
、
常
々
、
観
音
菩
薩
と
天
神
菅
原
道
真
を
深
く
信
仰
し
、
子
授
け
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
寛
永
七
年
四
月
、

一
人
の
息
子
を
授
か
っ
た
。
そ
の
息
子
は
梅
松
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
正
保
二
年
六
月
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
淀
川
で
川
遊
び
を
し
た
際
に

誤
っ
て
溺
死
し
、
十
六
歳
の
若
さ
で
早
世
。
そ
れ
を
深
く
悲
し
ん
だ
真
嶋
円
益
と
そ
の
妻
が
、
時
の
大
坂
町
奉
行
久
貝
因
幡
守
か
ら
善
福

寺
な
る
廃
寺
の
寺
地
を
拝
領
し
、
亡
き
梅
松
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
南
江
和
尚
を
請
じ
て
そ
の
地
に
建
立
し
た
の
が
梅
松
院
で
あ
る
と

こ
の
よ
う
に
梅
松
院
は
も
と
も
と
、
真
嶋
円
益
が
亡
き
息
子
梅
松
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
創
建
し
た
寺
院
で
あ
っ
た
。
以
来
、
同
寺
は

真
嶋
家
の
菩
提
寺
と
な
り
、
江
戸
初
期
か
ら
近
代
に
い
た
る
真
鴫
家
歴
代
の
墓
石
が
今
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
最
も
古
い
も
の
は
、
真

嶋
慶
円
信
士
の
墓
石
（
五
輪
塔
）
で
、
寛
永
十
二
年
五
月
二
十
九
日
の
忌
日
が
刻
ま
れ
、
「
施
主
」
と
し
て
、
「
円
益
」
と
も
う
一
人
の
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
墓
石
が
摩
滅
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
も
う
一
人
の
名
前
が
読
み
取
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
宴
庵
の
名
が
そ
こ
に
刻
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
円
益
・
宴
庵
の
兄
弟
が
施
主
と
し
て
、
亡
き
父
の
た
め
に
建
立
し
た
墓
石
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
真
嶋

慶
円
が
亡
く
な
っ
た
寛
永
十
二
年
に
は
ま
だ
梅
松
院
は
創
建
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
、
別
の
寺
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
の
が
、
梅
松
院
創

建
を
機
に
、
同
寺
に
移
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
真
嶋
慶
円
の
墓
に
次
い
で
古
い
の
が
、
正
保
二
年
没
の
真
嶋
梅
松
の
墓
で
あ
り
、

梅
松
院
了
貞
信
士
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
以
後
、
大
正
二
年
没
の
真
嶋
襄
一
郎
ま
で
、
真
嶋
家
関
係
の
墓
石
は
全
部
で
二
十
三
基
を

数
え
る
。
そ
の
中
に
、
真
鴫
円
益
を
は
じ
め
と
す
る
五
人
の
合
葬
墓
が
存
在
し
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
戒
名
と
忌
日
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

釈
円
益
居
士

寛
文
六
丙
午
八
月
廿
日

秋
扇
翁
宴
庵
居
士
万
治
三
庚
子
五
月
三
日

慈
性
宗
見
居
士

元
禄
五
壬
申
六
月
九
日

釈
栄
寿
禅
尼

宝
永
三
丙
戌
五
月
［
］
日

い
・
フ
。
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2４ 

安
栖
斎
常
尚
庵
主
正
徳
二
壬
辰
二
月
十
九
日

右
の
墓
碑
銘
は
い
ず
れ
も
同
筆
で
あ
り
、
正
徳
二
年
以
後
の
あ
る
時
点
で
、
合
葬
墓
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と

も
と
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
墓
碑
が
存
在
し
て
い
た
の
を
、
あ
る
時
期
に
ま
と
め
て
改
葬
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
当
初
か
ら
単
独
の
墓
碑
は
存

在
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
右
の
墓
碑
銘
の
二
番
目
に
秋
扇
翁
宴
庵
、

す
な
わ
ち
真
嶋
宴
庵
の
名
が
見
え
、
万
治
三
年
の
没
年
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
９

し
か
し
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
没
年
は
大
い
に
疑
わ
し
い
。
と
い
う
の
も
、
寛
文
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
宴
庵
が
松
井
与
兵
衛

に
与
え
た
型
付
が
数
点
残
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
万
治
三
年
の
没
と
す
る
と
辻
棲
が
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
右
の
墓
が
宴
庵
没
後
す
ぐ
に

建
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
正
徳
二
年
以
降
の
建
立
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
誤
っ
た
忌
日
が
墓
石
に
刻
ま
れ
た

可
能
性
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
兄
の
円
益
と
弟
の
宴
庵
の
忌
日
と
を
取
り
違
え
た
可
能
性
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
真
鴫
円
益
の
没
年
と

し
て
見
え
る
寛
文
六
年
が
宴
庵
の
没
年
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
寛
文
五
年
を
最
後
に
真
嶋
宴
庵
の
足
跡
が
途
絶
え
る
こ
と
と
も
符
合
す
る

か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
六
回
能
楽
学
会
大
会
で
発
表
を
行
っ
た
際
に
は
、
墓
石
に
見
え
る
真
嶋
円
益
と
宴
庵
の
忌
日
に
は
誤
り
が
あ
り
、

真
嶋
宴
庵
の
没
年
は
万
治
三
年
で
は
な
く
、
円
益
の
没
年
と
し
て
見
え
る
寛
文
六
年
な
の
で
は
な
い
か
、
と
報
告
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
、

梅
松
院
の
墓
石
を
調
査
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
発
表
後
、
表
章
氏
よ
り
、
右
の
墓
石
の
他
に
も
真
嶋
家
歴
代
の
忌
日
を
記
し
た
過

去
帳
が
同
寺
に
現
存
す
る
由
を
お
教
え
頂
い
た
。
後
日
、
梅
松
院
を
訪
れ
、
住
職
本
多
正
道
氏
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た

の
が
、
天
号
と
名
付
け
ら
れ
た
同
寺
の
過
去
帳
で
あ
る
。
梅
松
院
の
檀
家
の
戒
名
を
年
代
順
に
掲
げ
た
も
の
で
、
江
戸
初
期
以
前
の
檀
家

の
分
は
い
ず
れ
も
真
鴫
家
の
人
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
筆
頭
に
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
康
暦
二
年
没
の
大
一
坊
良
円
（
真

嶋
氏
先
祖
）
で
あ
り
、
そ
の
後
に
、
慶
長
元
年
没
の
真
鴫
照
斎
、
慶
長
十
一
年
没
の
真
嶋
常
賢
が
続
い
て
い
る
。
以
下
、
江
戸
前
期
以
前
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２５真嶋宴庵伝追考
の
真
嶋
家
の
分
を
抽
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

寛
文
六
午
年

秋
扇
翁
宴
庵
居
士

八
月
廿
日

真
嶋
氏

右
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
真
嶋
宴
庵
の
忌
日
を
寛
文
六
年
八
月
二
十
日
と
し
、
兄
の
円
益
の
忌
日
を
万
治
三
年
五
月
一
一
一
日
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。
梅
松
院
の
墓
碑
に
円
益
の
忌
日
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
る
年
月
日
が
、
過
去
帳
で
は
宴
庵
の
忌
日
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
ま
た

逆
に
墓
碑
に
見
え
る
宴
庵
の
忌
日
が
、
過
去
帳
で
は
円
益
の
忌
日
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
墓
碑
、
過
去
帳
の
い
ず
れ
か

慶
長
元
申
年

照
斎
居
士

慶
長
十
一
年
午

安
栖
斎
常
賢
居
士

康
暦
二
申
年

大
壱
坊
良
圓
大
居
士

元
和
九
亥
年

妙
圓
大
姉

寛
永
十
二
亥
年

慶
圓
居
士

正
保
三
戌
年

妙
也
大
姉

万
治
三
子
年

圓
益
居
士

正
保
二
酉
年

當
院
開
基
梅
松
院
香
賢
了
貞
居
士

六
月
十
六
日

真
嶋
氏
先
祖

六
月
十
六
日

真
嶋
氏

五
月
廿
九
日

真
嶋
氏

八
月
八
日

五
月
三
日

四
月
廿
六
日

真
嶋
氏
内
室

真
嶋
氏
先
代

真
嶋
梅
松
殿

真
嶋
氏

真
嶋
氏
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2６ 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
も
と
に
、
真
嶋
宴
庵
の
略
伝
を
年
表
形
式
で
記
し
て
お
く
。
年
の
下
に
、
宴
庵
が
慶
長
十
五

年
生
ま
れ
と
仮
定
し
た
場
合
の
年
齢
を
記
し
た
。
仮
定
に
基
づ
く
年
齢
で
あ
る
た
め
、
あ
く
ま
で
目
安
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
く
。

が
両
者
の
忌
日
を
取
り
違
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
寛
文
五
年
ま
で
は
生
存
が
確
認
で
き
る
真
鴫
宴
庵
が

万
治
三
年
の
没
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
過
去
帳
の
伝
え
る
忌
日
を
採
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
真
嶋
宴
庵
は
寛
文

六
年
の
没
で
あ
り
、
寛
文
五
年
を
最
後
に
彼
の
動
静
を
伝
え
る
記
録
が
見
え
な
く
な
る
の
は
、
彼
が
翌
年
に
没
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え

六
年
の
没
で
あ
り
、

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

慶
長
十
五
年

二
六
一
○
）

元
和
七
年

（
一
一
ハ
ー
ー
ー
）

寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）

寛
永
三
年

（
一
一
ハ
ー
ー
ー
ハ
）

寛
永
六
年

（
一
六
二
九
）

寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）

正
保
二
年

二
六
四
五
）

１
こ
の
頃
生
ま
れ
る
か

巧
父
慶
円
、
藤
堂
高
虎
の
眼
疾
の
治
療
の
た
め
江
戸
に
下
る
か
二
雑
録
』
）

、
こ
れ
以
前
、
細
川
忠
興
の
も
と
に
預
け
ら
れ
る
か
急
雑
録
』
）

茄
兄
円
益
の
長
子
梅
松
没
。
享
年
十
六
（
「
梅
松
院
寺
暦
」
）

別
父
慶
円
没
舍
梅
松
院
過
去
帳
乞

別
〈
檜
垣
〉
型
付
を
書
写
（
同
書
奥
書
）

Ⅳ
こ
の
頃
、
九
州
に
下
向
し
、
細
川
忠
興
と
と
も
に
上
洛
の
途
に
つ
く
か
。
こ
れ
以
前
に
「
円
庵
」
と
改
名
か
（
『
雑
録
」
）
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２７真嶋宴庵伝追考

真
嶋
宴
庵
は
大
坂
の
眼
医
者
真
嶋
慶
円
の
次
男
で
あ
っ
た
。
少
年
の
一
時
期
を
九
州
の
細
川
忠
興
の
も
と
で
過
ご
し
、
そ
こ
で
能
に
親

し
ん
だ
経
験
が
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
能
伝
書
の
執
筆
に
活
か
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
精
力
的
な
伝
書
執

筆
活
動
は
、
彼
が
寛
文
六
年
に
亡
く
な
る
ま
で
続
い
た
。
以
上
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
真
嶋
宴
庵
の
伝
記
の
概
要
で
あ
る
が
、
彼

の
伝
記
を
め
ぐ
っ
て
は
、
な
お
解
明
す
べ
き
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

慶
安
四
年

（
一
六
五
二

承
応
二
年

（
一
六
五
三
）

承
応
四
年

二
六
五
五
）

明
暦
元
年

二
六
五
五
）

万
治
元
年

二
六
五
八
）

万
治
三
年

（
一
六
六
○
）

寛
文
四
年

（
’
六
六
四
）

寛
文
六
年

（
一
一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
）

お
わ
り
に

妃
同
年
刊
の
俳
譜
集
『
昆
山
集
』
に
「
大
坂
真
嶋
円
庵
」
の
一
句
、
「
大
坂
住
真
嶋
円
益
」
の
二
句
入
集
Ｓ
昆
山
集
」
）

側
京
都
で
の
喜
多
十
大
夫
勧
進
能
の
批
判
を
『
舞
正
語
磨
」
と
し
て
ま
と
め
る
。
秋
扇
翁
の
名
乗
り
の
初
見
（
『
舞
正
語
磨
」
）

4６ 

仏
江
戸
神
田
で
喜
多
十
大
夫
の
神
事
能
見
物
ｓ
承
応
神
事
能
評
判
』
）

印
没
（
「
梅
松
院
過
去
帳
ご

開
同
年
か
ら
翌
五
年
に
か
け
て
、
〈
卒
都
婆
小
町
ｘ
檜
垣
〉
な
ど
、
数
曲
の
型
付
を
松
井
与
兵
衛
に
順
次
相
伝
す
る
（
同
書
奥
書
）

Ⅲ
兄
円
益
没
Ｓ
梅
松
院
過
去
帳
乞

4６ 

「
舞
台
図
作
物
之
作
法
』
を
菅
沼
森
之
丞
に
相
伝
。
奥
書
に
「
真
鴫
宴
庵
照
三
」
と
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
「
宴
庵
」
と
改
め

る
か
（
同
書
奥
書
）
。

江
戸
神
田
で
の
喜
多
十
太
夫
の
神
事
能
を
見
物
す
る
か
（
「
舞
正
語
磨
皀
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2８ 

例
え
ば
、
宴
庵
は
膨
大
な
能
の
型
付
や
伝
書
を
書
き
残
し
た
が
、
彼
が
こ
れ
ら
の
伝
書
を
執
筆
し
は
じ
め
た
の
が
い
つ
頃
か
ら
で
、
ま

た
そ
の
全
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
『
雑
録
」
に
よ
る
と
、
宴

庵
は
老
年
に
い
た
っ
て
秋
扇
翁
と
号
し
、
『
舞
楽
大
全
」
全
六
十
巻
を
著
し
た
と
い
う
。
こ
の
『
舞
楽
大
全
」
は
、
そ
の
題
名
か
ら
し
て
、

宴
庵
に
よ
る
能
伝
書
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
大
部
な
書
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
そ
の
伝
存
の
有
無
は
明
ら
か
で
な
い
。
同

じ
く
「
舞
楽
大
全
』
な
る
外
題
を
持
つ
書
物
が
貞
享
四
年
（
’
六
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
同
書
と
の
関
係
を
も
疑
っ
た
が
、
そ
の

『
舞
楽
大
全
』
は
、
愛
水
子
こ
と
河
合
利
房
の
編
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
巻
数
も
全
二
十
二
巻
と
一
致
し
な
い
か
ら
、
宴
庵

編
の
『
舞
楽
大
全
」
と
は
別
物
と
見
る
の
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
愛
水
子
編
の
『
舞
楽
大
全
」
は
、
「
所
収
曲
と
そ
の
配
列
、
記
事
内
容

か
ら
喜
多
流
系
の
能
付
に
基
づ
く
」
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
『
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
特
別
資
料
目
録
５
貴
重
書
能
・
狂
言
篇
』
）
、

内
容
面
か
ら
い
っ
て
も
、
喜
多
十
大
夫
を
痛
烈
に
批
判
し
た
宴
庵
の
著
書
と
は
見
な
し
が
た
い
。
な
ら
ば
、
宴
庵
篇
『
舞
楽
大
全
』
は
ど

の
よ
う
な
内
容
の
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
大
坂
の
観
世
流
浅
井
織
之
丞
家
に
伝
わ
っ
た
「
浅
井
家
蔵
書
目
録
』
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）
で
あ
る
。

同
書
は
、
江
戸
後
期
の
浅
井
家
が
所
蔵
し
て
い
た
能
伝
書
や
型
付
の
目
録
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
舞
楽
大
全
巻
第
二
十
七
／
松
風
秋
扇

翁
編
」
が
挙
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
宴
庵
の
編
に
な
る
「
舞
楽
大
全
』
の
実
在
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の

浅
井
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
『
舞
楽
大
全
』
は
巻
二
十
七
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
く
松
風
〉
の
型
付
あ
る
い
は
習
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
、
宴
庵
編
の
『
舞
楽
大
全
」
は
、
こ
う
し
た
能
の
各
曲
の
型
付
や
、
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
な
ど
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
、
能
伝
書
・
型
付
の
集
成
と
も
い
う
べ
き
書
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
松
井
与
兵
衛
に
相
伝
さ
れ
た
型
付
も
、
あ
る
い

は
そ
の
一
部
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
右
の
『
浅
井
家
蔵
書
目
録
』
以
外
に
、
宴
庵
編
「
舞
楽
大
全
』
の
具
体
的
な
内
容
を

伝
え
る
資
料
は
皆
無
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
と
も
か
く
、
宴
庵
が
最
終
的
に
ま
と
め
あ
げ
た
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ま
た
、
今
後
解
明
す
べ
き
点
に
、
こ
れ
ら
膨
大
な
伝
書
・
型
付
の
情
報
を
、
宴
庵
が
一
体
ど
こ
か
ら
仕
入
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
表
章
氏
は
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
の
多
く
が
細
川
家
中
の
槇
嶋
云
庵
に
仮
託
さ
れ
た
伝
書
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
宴
庵
が

槇
鴫
云
庵
の
鼓
の
弟
子
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
、
ま
た
本
稿
で
は
、
宴
庵
が
青
年
期
を
細
川
忠
興
の
も
と
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
細
川
忠
興
や
槇
嶋
云
庵
、
あ
る
い
は
細
川
家
中
の
能
役
者
か
ら
教
え
を
受
け
、
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
内
容
を
も
と
に
、
『
実
鑑
抄
』

系
伝
書
が
編
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
て
と
は
考
え
が
た
い
。
と
い
う
の
も
、
寛
文
四
、
五
年
に
は
、
金

春
流
の
型
付
を
松
井
与
兵
衛
（
従
来
不
明
の
人
物
と
さ
れ
て
い
る
が
、
細
川
藩
家
老
松
井
寄
之
の
次
男
、
松
井
与
兵
衛
正
之
と
同
人
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
）
に
相
伝
し
て
お
り
、
宴
庵
が
金
春
流
の
型
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
宴
庵
が
忠
興
に
近
侍
し
た
元

和
か
ら
寛
永
初
年
に
か
け
て
、
忠
興
周
辺
で
嗜
ま
れ
て
い
た
の
は
も
っ
ぱ
ら
観
世
流
の
能
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
宴
庵
と
金
春
流
の

「
舞
楽
大
全
』
の
全

た
可
能
性
が
あ
る
。

接
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
松
井
与
兵
衛
に
相
伝
し
た
金
春
流
の
型
付
が
、
い
ず
れ
も
金
春
七
郎
氏
勝
よ
り
相
伝
の
由
を
い
う
点
で
あ

る
。
例
え
ば
、
『
定
家
型
付
」
に
は
「
右
之
趣
、
末
代
為
家
之
鏡
、
先
祖
善
竹
於
是
書
記
処
也
、
錐
為
一
子
相
伝
、
年
来
御
執
心
不
浅
所
、

依
難
黙
止
、
秘
密
不
残
令
伝
受
候
、
脚
他
見
有
間
敷
者
也
／
年
号
月
日
竹
田
七
郎
秦
氏
勝
判
」
と
あ
り
、
続
い
て
、
「
今
春
家
之
一

子
相
伝
」
を
伝
え
る
旨
の
宴
庵
の
奥
書
が
あ
る
。
金
春
氏
勝
の
奥
書
に
は
、
禅
竹
を
「
善
竹
」
と
誤
る
な
ど
、
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
と
同

じ
よ
う
な
用
字
の
誤
り
が
見
ら
れ
、
や
は
り
宴
庵
に
よ
る
提
造
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
、
宴
庵
が
金
春
氏
勝
よ
り
相
伝
を
受

け
る
こ
と
自
体
が
あ
り
え
な
い
。
金
春
氏
勝
は
慶
長
十
五
年
に
没
し
て
お
り
、
そ
の
当
時
、
宴
庵
は
ま
だ
六
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
章
氏
前
掲
論
文
に
お
い
て
も
、
両
者
の
年
代
の
矛
盾
か
ら
「
秋
扇
翁
が
氏
勝
か
ら
直
接
相
伝
を
受
け
て
い
る
と
は

の
全
容
は
、
現
在
我
々
が
見
る
こ
と
の
出
来
る
彼
の
著
述
の
規
模
を
、
さ
ら
に
大
き
く
上
回
る
ス
ケ
ー
ル
の
も
の
で
あ
っ
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も
っ
と
も
、
年
代
が
合
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
金
春
氏
勝
の
名
を
こ
こ
に
持
ち
出
し
た
の
か
は
、
別
に
考
え
て
み
る
べ
き
問

題
で
あ
ろ
う
。
「
実
鑑
抄
』
系
伝
書
に
名
前
の
見
え
る
下
問
少
進
や
、
氏
勝
の
父
親
で
、
後
年
ま
で
活
躍
し
た
金
春
安
照
で
あ
っ
て
も
よ

か
っ
た
は
ず
で
、
型
付
の
権
威
づ
け
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
む
し
ろ
こ
の
二
人
の
方
が
相
応
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
先
に
も
触
れ
た
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
『
道
成
寺
型
付
』
で
あ
る
。
慶
長
十
年
（
一
六
○

五
）
九
月
、
金
春
七
郎
氏
勝
が
真
嶋
慶
円
に
相
伝
し
た
由
の
奥
書
が
あ
る
が
、
慶
長
期
の
型
付
と
し
て
は
記
事
が
す
こ
ぶ
る
詳
細
で
、
乱

拍
子
の
踏
み
足
に
つ
い
て
も
、
図
入
り
で
記
載
す
る
な
ど
、
『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
と
記
述
内
容
に
類
似
す
る
点
が
あ
り
、
『
鴻
山
文
庫
蔵
能

楽
資
料
解
題
中
」
で
は
、
同
じ
く
真
嶋
宴
庵
の
編
に
か
か
る
型
付
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
奥
書
自
体
に
は
不
審

な
点
は
な
い
。
「
竹
田
今
春
七
郎
／
秦
氏
勝
」
と
い
う
署
名
は
、
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
蔵
の
氏
勝
自
筆
謡
本
に
見
え
る
彼
の
署
名
と

ほ
ぼ
同
じ
（
「
今
春
」
で
は
な
く
「
金
春
」
と
あ
る
が
、
江
戸
期
に
は
「
今
春
」
の
字
が
広
く
用
い
ら
れ
た
か
ら
、
転
写
の
際
に
「
今
春
」
と
改
め
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
）
で
あ
る
し
、
花
押
も
同
一
で
あ
る
。
宴
庵
の
父
慶
円
な
ら
ば
、
金
春
氏
勝
か
ら
直
接
相
伝
を
受
け
た
と
し
て
も
、

年
代
的
に
は
矛
盾
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
道
成
寺
型
付
」
が
金
春
氏
勝
の
編
で
は
な
く
、
宴
庵
の
編
で
あ
る
と
す
る
確
実
な
証
拠
は
全

く
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
実
鑑
抄
』
系
伝
書
と
の
類
似
も
、
宴
庵
が
「
道
成
寺
型
付
』
を
参
照
し
た
と
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
。

「
道
成
寺
型
付
』
の
編
者
を
め
ぐ
っ
て
は
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
上
で
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
金
春
氏
勝
は
慶
長
十
五
年
に
三
十
五
歳
の
若
さ
で
早
世
す
る
が
、
若
く
し
て
〈
関
寺
小
町
〉
を
舞
う
な
ど
、
そ
の
活
動
に
は
異
端
め

い
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
父
安
照
か
ら
一
時
勘
当
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
る
。
そ
う
し
た
彼
の
異
端
ぶ
り
か
ら
す
れ
ば
、
秘
曲
〈
道
成
寺
〉
の
型

付
を
素
人
の
真
嶋
慶
円
に
相
伝
し
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
氏
勝
相
伝
の
型
付
が
真
嶋
宴
庵
の
手
元
に
い
く
つ
か
残
さ
れ
て

考
え
難
い
」
と
し
、
ざ
会

わ
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。 さ
ら
に
氏
勝
が
同
様
の
型
付
を
書
き
残
し
た
形
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
型
付
を
氏
勝
の
も
の
と
す
る
こ
と
自
体
が
疑
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注（
１
）
『
雑
録
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
真
嶋
家
旧
蔵
の
文
書
は
、
そ
の
殆
ど
が
現
在
失
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
状
の
み
、
原
本
と
思
わ
れ
る
も
の

が
現
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
近
年
『
清
興
書
画
・
古
書
籍
販
売
合
同
目
録
第
二
号
」
（
平
成
十
九
年
）
に
細
川
忠
興
書
状
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

の
が
そ
れ
で
あ
る
（
落
合
博
志
氏
御
示
教
）
。
す
で
に
売
却
さ
れ
て
い
た
た
め
、
現
物
を
調
査
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
写
真
で
見
る
限

り
、
写
し
で
は
な
く
原
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
真
嶋
家
の
文
書
が
焼
失
す
る
以
前
に
流
出
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

文
面
は
『
雑
録
」
所
収
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
、
「
御
書
判
」
の
代
わ
り
に
忠
興
の
花
押
が
押
さ
れ
る
と
い
っ
た
小
異
が
見
え
る
程
度
で
あ
る
。

（
２
）
表
章
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
長
右
衛
門
を
若
内
老
が
預
か
っ
て
い
た
と
も
解
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
３
）
真
嶋
宴
庵
宛
の
書
状
は
他
に
次
の
二
通
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
前
者
は
細
川
忠
利
の
書
状
、
後
者
は
細
川
光
尚
の
書
状
で
、
そ
の
内
容
は
以

お
り
、
彼
の
伝
書
・
型
付
の
執
筆
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
仮
定
に
基
づ
く
仮
定
で
あ
る
た
め
、
論
証
は
難
し
い
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
呈
示
し
て
お
き
た
い
。
父
慶
円
が
す
で
に
金
春
流
の
能
を
嗜
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
宴
庵
が
金
春
流
に
も
通
じ
て

い
た
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
が
、
宴
庵
以
前
に
お
け
る
真
嶋
家
と
能
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的

な
資
料
を
何
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
、
な
お
後
考
に
期
し
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
欄
く
こ
と
に
し
た
い
。

「
・玉〆

真
嶋
円
庵御
下

下
の
通
り
で
あ
る
。

一
筆
令
申
侯
、
佃
袷
二
進
之
候
、
先
日
者
早
々
入
来
、
満
足
申
侯
、
猶
期
面
候
、
恐
々
謹
一
一
一
一
口

四
月
廿
四
日

忠
利
御
書
判
」

細
越
中
忠
利
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付
記
…
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
梅
松
院
御
住
職
本
多
正
道
氏
、
本
多
正
子
氏
、
真
島
美
代
子
氏
、
永
青
文
庫
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
執

筆
過
程
で
表
章
氏
に
御
教
示
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

「
為
年
甫
之
嘉
慶
、
五
明
一
箱
被
相
贈
、
遠
路
欣
然
之
至
候
、
猶
期
後
音
候
、
恐
々
謹
言

正
月
廿
六
日

・
細
肥
後光
貞
御
書
判

真
嶋
円
庵
老
」
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